
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出  

山本 遼弥 先生  新潟県立津川病院へ 

転入 

  野村 大樹 先生  新潟県立新発田病院より 

 

 

 

今年度より赴任いたしました、野村大樹（のむら 

だいき）と申します。生まれも育ちも新潟県ですが、

記憶の限りでは旅行含めて上越地域を訪れたことが

なく、今回が初めての上越での生活となります。これ

まで比較的雪の少ない地域で暮らしていたため、この時期にも雪が残って

いる様子から、豪雪地帯の一旦を実感しております。冬が明けたばかりで

はありますが、すでに次の冬に対して身構えているところです。 

当院では、内科として入院および外来業務を担当しております。 

はじめての土地で戸惑うことも多いかと思いますが、これから上越地域の

魅力に触れながら地域への理解を深め、患者さま一人ひとりのニーズに応

じた医療を提供できるように努めてまいります。 

どうぞよろしくお願い致します。 
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上越地域振興局地域整備部から転入しました。住まいは上越市内です。これ

まで糸魚川や柏崎の遠距離通勤の経験がありますが、まさか妙高に通勤で通う

ことになるとは思いませんでした。病院経験は15年ほど前に一度中央病院に勤

務したことがあります。事務方は表に出ることは少ないですが、裏方として病院運

営を支えてます。時代の変化により妙高病院を始め上越圏域の病院の再編が予

定されてますが、職員と連携して地域の皆様の声を聞きながら仕事をしていきた

いと考えております。 

さて、私は下手の横好きな人間でトレイルランニング、自転車、サーフィン、釣り、

カメラ、ギター等いろいろやってきましたが、今のメインは登山と山スキーです。そ

んなことから妙高方面には休日足繁く通ってますので当地には愛着を感じてます。

仕事も遊びも妙高にどっぷり浸りそうな気がしてますのでよろしくお願いします。  

  

 

ワタスゲと火打山  

 

 

 

 

                                               

 

 

焼山、火打山を見ながら滑る 

黒沢岳西面 

 

 

 

新任事務長のご紹介 ～事務長 宮崎 研 



 

 

 

ようやく妙高にも過ごしやすい季節が到来しました。 

これからの季節ではインフルエンザウイルス感染は減少傾向になります

が、新型コロナウイルスには流行期がはっきりしません。ですので、通年を

通して手洗いやうがいなど、基本的な感染対策を行っていきましょう。 

 

妙高病院に入院しておられる患者さんはほとんどの方が高齢者です。

ひとつの感染症が重大な経過を経る場合がありますので、これまで同

様に面会制限を継続させて頂きます。 

 

 

面会が可能なご家族は、配偶者・子・きょうだい・孫・親 

           （孫も中学生以上でお願いします）   

一回の面会時間は15分間です。 

平日は14時から 17時 

休日は11時から 17時 

感染対策の一環であるマスク着用と体温測定をお願い致します 

 

 

患者さんの病状によっては、上記の限りでない場合がございます。 

病棟スタッフにご確認ください。 

発熱や咳などがある方は、来院される前にまずは

電話でご相談ください。 よろしくお願いします。 

 

 

 

病棟の面会についてお願い 



 

 

 

令和7年6月2日（月）からの外来診療の案内です。 

受診科によって曜日・時間が異なりますので、ご確認ください。 

都合により、急な変更・休診の場合がございます。 

あらかじめご容赦ください。 

 

 

 

より適確な診断や治療を受けていただくために、受診はスタッフの体制

が整っている平日日中の診療時間内にしていただくことをお勧めいたしま

す。緊急（ただちに命にかかわるような）ではない症状の際は、あわてて夜

間・早朝や休診日などに受診するのではなく、症状・様子を見ながら上記の

『新潟県立妙高病院 外来診療のご案内』を確認のうえ診療時間内に来院

くださるよう、地域の皆さまのご協力をお願いいたします。 

令和7年度 妙高病院 外来診療のご案内 

受診は出来るだけ診療時間内にしましょう 


